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活動の概要

1. 「RDUF 研究データライセンス小委員会」に
よる活動の継承と展開
• 「研究データの公開・利用条件指定ガイドライン」
の改訂

• 英訳版の作成

2. 研究データ利活用にまつわる法的・制度的課
題に関する論点の検討
• データの品質保証・品質表示

• データオーナーシップ
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メンバー構成
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https://japanlinkcenter.org/rduf/permanent_subcommittee/index.html
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活動紹介①
「RDUF 研究データライセンス小委員会」による活動の
継承と展開
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研究データの公開・利用条件指
定ガイドライン (2020)
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本編 (32p.) 用語集 (7p.)

“研究データの公開・利用条件表示ガイドライン ver.1.0”.
https://doi.org/10.11502/rduf_license_guideline

英訳版作成済；近日中に公開予定
情報の改訂は活動２に統合
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研究データの公開・利用条件指
定フロー
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※ポリシー制定機関による個別の定めがある場合は、定めがない部分のみを検討

詳しい
希望条件あ

り

専門家に相談
（必要なら規約・契約書を作成）

公開データ
と非公開
データを区
別したか？

研究データ
公開

公開の制限
はあるか？

情報解禁日
時の定めは
あるか？

公開先は決
まっている

か？

利用条件は
決まってい
るか？

別の方法
・ライセンスを検

討

Q1.対象
データ特定

Q2.制約条
件の確認

Q3.制約条
件の解除

Q4.公開先
の
選択

Q5.利用条
件の指定

いいえAction はい

• 研究者の視点から、公開先や利用条件についてまとめたもの
• 5つの質問に回答していくことで、適切な公開場所と利用条件を選択できる

Minamiyama, Y., et al. Investigation and Development of the Workflow to Clarify Conditions of Use for Research 
Data Publishing in Japan. Data Science Journal, 19(1), p.53. DOI: http://doi.org/10.5334/dsj-2020-053
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学協会
• J-STAGE Dataデータポリシー(利用機関
向け)

https://www.jstage.jst.go.jp/static/files/ja/p
ub_JstageData_policy_for_menbers.pdf

• 情報科学技術協会「情報の科学と技
術」データ共有・公開ポリシー

https://www.infosta.or.jp/wp/wp-
content/uploads/2021/07/jkg_datapolicy_v
er1.pdf

大学・研究機関
• 国立大学図書館協会. 「研究データの
オープン化とそのメリット」

https://www.janul.jp/ja/news/20200615

• 京都大学の部局等における研究データ
管理・公開に関する実施方針策定のた
めのガイドライン・ひな形(ガイドラ
イン)：
http://hdl.handle.net/2433/262758

• 北海道大学附属図書館ウェブサイト
「研究データの公開と管理」：
https://www.lib.hokudai.ac.jp/support/re
search_data/
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普及活動

https://www.jstage.jst.go.jp/static/files/ja/pub_JstageData_policy_for_menbers.pdf
https://www.infosta.or.jp/wp/wp-content/uploads/2021/07/jkg_datapolicy_ver1.pdf
http://hdl.handle.net/2433/262758
https://www.lib.hokudai.ac.jp/support/research_data/
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活動紹介②
研究データ利活用にまつわる法的・制度的課題に関する
論点の検討
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データ共有・公開と利活用の
ギャップ
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研究データは大学・研究機関の外で
どのように利活用される可能性があるのか？
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研究データの共有・公開と品質管理
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1) Data is published in a data repository

2) Data is published an appendix to a paper

3) Data is published as a data paper

• 品質管理方針はシナリオによって異なる
➢ 標準的な品質表示基準を示せないか？

Ref: Mayernik, M. S., et al. (2015). Peer review of datasets: When, why, and how.

Data 
Journal
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研究データの品質表示？

11

No. 項目 説明
1基本情報 所有者、名前、DOI/URIなど

2利害関係 データセットに関係する個人的/組織的な関係性

3範囲 空間的/時間的

4形式 フォーマット、エンコード、言語など

5ライセンス

6詳細な帰属 各著者ごとの貢献度

7プロジェクト

8データセットの来歴 取得方法、機材などを含む

9品質 データの限界値・異常値などの情報

10再利用 潜在的な価値

多くのデータ論文に含まれる記述様式

Ref: https://current.ndl.go.jp/ca1858

全分野に共通した表示様式は議論中
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関連標準／指針

➢日本の省庁によるガイドライン・規則
• 総務省統計局「公的統計の品質保証に関するガイドライン」

• 国土地理院「品質の要求，評価及び報告のための規則」

• デジタル庁「データ品質管理ガイドブック（β版）」

➢ビジネスデータ活用の知識体系
• DAMA-DMBOK（データ品質の項目）

• データ管理成熟度モデル（DMM）

➢学術コミュニティ
• 明確な標準なし（分野別の規定はある）
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JOSS2022での議論
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当日資料：https://joss.rcos.nii.ac.jp/session/overview/?id=se_110
開催報告：https://doi.org/10.2964/jsik_2022_027

主な論点：研究データの管理責任／及びデータ利活用の拡大
ポイント：事前に定めたプロセスは適切か／定められたプロセスを
たどることで結果が再現可能か

PHOTO

https://joss.rcos.nii.ac.jp/session/overview/?id=se_110
https://doi.org/10.2964/jsik_2022_027
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案：研究データの品質表示ガイ
ドライン（仮称）の策定
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データの品質 サービスの品質 プロセスの品質

※表はISO25012のもの

品質表示に関する仕様と考慮事項をまとめた
ガイドライン（案）を執筆中



Research Data Utilization Forum

まとめ

1. 「RDUF 研究データライセンス小委員会」による
活動の継承と展開
• 「研究データの公開・利用条件指定ガイドライン」の改
訂
➢活動2に統合

• 英訳版の作成
➢近日中に公開予定（GitLab / GitHub Pages?）

2. 研究データ利活用にまつわる法的・制度的課題
に関する論点の検討
• データの品質保証・品質表示
• データオーナーシップ

➢ガイドライン草案の執筆を通じ、論点を整理中
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